
【本書の内容】 

 二・二六事件の青年将校たちは、天皇のために行動している、との信

念のもと蹶起し、鈴木貫太郎らを襲撃した。 

ある憲兵は、蹶起軍こそが、反逆者だと憤った。 

昭和天皇が、どのような思いを持っているのかを、国民それぞれが夢想

し、それを大義名分としてぶつかり合い、昭和という激動の時代が作り上

げられてきた。 

鈴木貫太郎／西園寺公望／田中義一／田中清玄／永田鉄山／相沢三郎 

天皇の声を受け止め、国のために奔走した男たちに降りかかった運命の

皮肉とは――。 

「昭和天皇の声」 
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昭和天皇が自ら政治的決定を下したのは「三度」
天皇とは、この国にとっていかなる存在なのか。 

国民の想いに戸惑い、悩む、生身の天皇の姿を描いた短編集。 
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令和時代だからこそ書けた 

「昭和史小説」 

」憲法改正が検討されている今こ

そ、

見つめ直すべき、GHQ に立ち向か

った

官僚と政治家たちの熱き戦いの物

語！

終戦直後、憲法制定の舞台裏を大胆に描いた 

『ゴー・ホーム・クイックリー』が永田町で話題に！ 




